
 

 

地域学校協働本部事業 

地域学校協働活動事業訪問 

地域学校協働活動事業の目的は、頑張る学校応援プラン「地域と共にある学校」を踏まえ、地域社会と学校が協働 

する取組を推進することです。 

  地域と学校の連携・協働による主な取組は以下の３つです。 

   ①地域活動・ボランティア活動（児童生徒が地域住民とともに活動） 

   ②放課後等の学習支援  

   ③家庭教育支援活動 

  大玉村の①地域活動・ボランティア活動（児童生徒が地域住民とともに活動）の様子を紹介します。 

 

大玉村訪問 「おおたまコミュニティフェスタ」 

訪問日：平成３０年８月４日（土） 

場 所：大玉村ふれあい広場 

内 容：オープニング 

    前大玉中学校教頭佐藤裕子先生によるソプラノコンサート 

    あだたらの里合唱団によるコンサート 

    ほんとうの空ふるさとカルタ大会 

    大玉中学校吹奏楽部によるコンサート 

    フィナーレ 大玉村村民の歌合唱 

 

会場には、大玉中学校美術部の生徒が作成した９枚のポスターが貼られてい 

ました。どれも夏祭りを連想させる素敵な作品でした。 

  ＭＣを大玉中学校の放送委員会３名が担当しました。依頼があったときは 

「いやだ。」「面倒くさい。」「たいへんそう。」と思ったそうです。途中で感想を 

聞いてみると「自分が地元の祭りを盛り上げているような気がした。」「めった 

に体験できないことができた。楽しかった。」「やりがいがあった。祭りで司会 

ができてよかった。」とのことでした。活動の様子を参観して、中学生がこうし 

た村の大きなイベントで役割を持つことが、大玉の将来を担う子どもの育成に 

つながるのではないかと思いました。 

  大山小学校合唱部ＯＧで構成されたあだたらの里合唱団による歌声や大玉中 

学校吹奏楽部による演奏が会場を大いに盛り上げていました。どちらの発表も 

指揮者に向けられた一人一人の真剣なまなざしが印象的でした。多くの村民に 

活動の成果を披露する場となりました。 

  おおたまコミュニティフェスタは、子どもたちが地域住民とともに地域に貢 

献する活動となりました。今後、子どもたちが実行委員会のメンバーに加わることで、さらなる活動の広がりが期待でき

る取組です。 

 

 


